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本校では、これまで長年にわたって、目の前の子どもたちと向き合い、そのときどきの今日的課題

に↷らしながら研究を進めてきた。 

���� 年度からは、民主主⩏社会を担う市民を育てることを念㢌に⨨いたシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教育に取

りくんできた。���� 年の「小学校におけるࠗ公共性࠘を育むࠗシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教育࠘」（文部科学

省の研究開発学校）の研究では「公共性」、すなわち「཭㐩と自分の㐪いを᤼㝖せずに理ゎし考えるຊ

を発᥹する」場・⎔ቃを全ての学習分㔝（教科）でつくり出そうとしてきた。ḟの３年間は「஺㡪して

学ぶ子を育てる」というࢸー࣐にした。஺㡪して学ぶとは、異なる場へ重ᒙ的に参ຍを⧞り返しながら

他者とかかわり、自らのୡ⏺をᗈげ、より多様な人々と࿧応して、ともに社会（ࢥミࣗ࢕ࢸࢽ）を生み

出していくことと捉えた。 

���� 年度からは、研究主題を「学びをࡦらく」とした。「ಶのᑛ重」と「協ാ」はᐦ᥋につながっ

ているが、「ಶのᑛ重」とその学びを深めていくことは、より協ാして学ぶ集ᅋの質の㧗まりにもつな

がる。自ら思考し続け他者とともに問い直すことが重要であると考え、⩣年から研究開発学校の指定を

受け新教科「てつがく」創設し、子どもも教師もともに問い直すことをᨵめて大切にしてきた。 

���� 年度からは、文部科学省開発指定を受け、新領域「てつがく創造活動」を創設した。この領域

は、新教科「てつがく」と、���� 年から教育課程に位⨨づけている「創造活動」の時間とを 㑏させ

ていく領域である。同時に、研究ࢸー࣐を「学びをあむ」とし、新領域「てつがく創造活動」を教育課

程の中核に位⨨づけた。そして、学びをあむ姿を「自分の思いを大切にして様々なࡦと・もの・ことと

かかわりながら、新たなものを創り出し、自ᕫを᭦新していくこと」とした。子どもたちが互いに他者

とのかかわりながら学ぶというಶと協ാの 㑏との中で、一人ࡦとりの子どもたちが学びをあむ姿につ

いて考えている。 

昨年度で研究開発指定は終஢した。「てつがく創造活動」は「創造活動」と「てつがく」と位⨨づ

け直した。そして、副題をࠗ関係性の中で生成される主体࠘とした。まずは「てつがく創造活動」の特

Ⰽについてㄝ明をし、今年度の研究の⤒⦋を㎺っていきたい。 

㸦２㸧ࡃࡀࡘ࡚ࠕ๰㐀άື࡚ࠖ࠸ࡘ࡟ 

ձ特Ⰽとその学びの姿 

「てつがく創造活動」は、子どもたちの興味・関心を出発点に、ಶ々または協ാ的に体㦂➼を通し

て探究を進めて行く「プロジェクトᆺ活動」（表１）と、自明と思われるᴫ念やことがらについて問い

を立て探究を行う「てつがく」から成り立っていた。自由かつ自ᚊ的な⎔ቃでࡦと・もの・ことにാき

かけ、共同体を変化させていく͆活動する͇ ことと、≀஦やᴫ念の意味を対話的に探究する͆てつが

くする͇ことを 㑏させ、活動に内在する౯್やⴱ⸨に立ちṆまって考えることで、自身のୡ⏺の見え

方と、私たちにとっての意味を᭦新していくことを目指した。 

「プロジェクトᆺ活動」では、様々なไ⣙がある学校という場や⎔ቃでも、子どもたちのやりたい

ことをᑛ重し、その活動に対して教師がక㉮することを意識していた。自身の興味・関心から立ち上が

る活動を通して、共に活動する他者の思いを⫈き、活動や場をつくっていく。そして、活動の意味を問

いながら自分�たち�で自分�たち�の学びを見つめ、活動の意味を問い直す。他者にゐれる中で、ḟの構

想へとつなげていった。 

「てつがく」では、子どもたちの⣲ᮔな␲問や問いを取り上げ、互いの思いを⫈き合いᴫ念探究が

できるように教師はࢥーデࢿ࢕ートを意識していた。社会や学校にᬯ㯲的にὶれている「普通、当たり

前、ᖖ識」にとらわれることなく、自分たちの興味・関心をもとに「うそはなࡐついてはいけないのか」

「話し合いは何のためにするのか」➼のࢸー࣐を決めて、対話を行ってきている。他者のኌを⫈き合う

ことで、自身の捉え方を感じてきた。 

「てつがく創造活動」では、子どもたちの興味・関心をもとに͆活動する͇ことと͆てつがくする͇
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㸦㸱㸧◊✲の㔜Ⅼ 

今年度は͆活動する͇ことと͆てつがくする͇ことを引き継ぎ、

本校で長年受け継がれている「市民性」を育むシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教

育にᡭがかりをもとめ、新たな教育課程のあり方について考えてい

く。そして、昨年度の成果と課題を受け、研究の重点として஧点設

定した。 

重点の一点目は、教科のあり方を見つめ直すことである。それ

は「てつがく創造活動」を中核とした教育課程での学びのあり方を

より教科にᗈげていくことや、それぞれで大切にしていた教科ほが

その教科に㛢じることなく、教育課程全体を見据え互いの教科が感

化されること➼である。 

重点の஧点目は、「創造活動」のあり方の検討である。それは、

昨年度までの研究の成果・独自性であるプロジェクトᆺ活動を引き継ぎつつ、͆活動すること͇のあり

方を᭦新することである。そして、創造活動と教科のかかわりについて、教科のᑓ㛛性を活かした教師

のక㉮のあり方を考えていく。 

㸦㸲㸧◊✲⤌⧊㹼ㄢ㢟ู㒊఍ࡽ࠿学ᖺ㒊఍へ㹼 

昨年度は、ྛ教員の課題意識を⫈き合い、ྛ部会で取り組んでいく内容や部会名を決めていった。

今年度は、研究の重点をࡩまえたとき、᫛࿴ �� 年௦から行ってきている「教科担௵ไ」と「協ຊ学年

担௵ไ」がより生かされる学年部会がࡩさわしいと考えた。 

「教科担௵ไ」のメࣜࢵトとして、それぞれの教師が自身のᑓ㛛の研究を深く進めることができる

ことや、子どもにとってもᑓ㛛的な学びを行うことができるということがあげられる。自身のᑓ㛛性を

いかした教ᮦ研究のもと、同じ学年で同じ教ᮦで授業を行ったとしても、ྛクࣛスの子どもたちの㐪い

によって཯応も大きく㐪ってくる。そこで、ྛクࣛス担௵だけでなくよりᗈく学年担௵ᅋとして子ども

たちとかかわっていく「協ຊ学年担௵ไ」が大きなᙺ๭を果たす。 

学年部会とすることで、より子どもたちの姿が共有され、自身の教科では見られない新たな発見が

生まれる。自身の教科ほを見つめ直し、立ちṆまって考える。新たなྛ教科の学びだけでなく創造活動、

子どもと教師のかかわり方にも部会の研究が生かされると考えた。 

㸱 㸯学ᮇのᰯෆ◊✲

㸦㸯㸧ᰯෆᤵᴗ◊࡚ࡅྥ࡟ 

これまでのシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教育をࡩり返り、１学期の校内研究を進めるにあたってキー࣡ードと

なったのが௨下の୕つである。 

ձ公共性：子ども㐩が཭㐩と自分の㐪いを᤼㝖せずに理ゎし考えるຊを発᥹すること

ඛ㏙のように、���� 年度から民主主⩏社会を担う市民を育てることを念㢌に⨨いたシࢬ࢕ࢸンシࢵ

プ教育に取りくみ、他者とのかかわりの中で㐪いを受けṆめ、ᑛ重する市民への成長を願って教育活動

を行ってきた。 

自分と異なる考え方や感じ方は」数であり、他者の他者性をᑛ重し、他者の考えに⪥をഴけ、┦ᡭ

の立場（┦ᡭの思考）になって考えることで、自分の㑅ᢥ・判断を問い直し、考えを深めていく。子ど

もたち一人ࡦとりと他者とのかかわりに重点を⨨いた過ཤの研究に立ち戻って考えていきたい。 

ղてつがくする：自明と思われる౯್や஦᯶について問い直し考え続けること

学校生活や社会生活を㏦る中で、子どもたちは、日々生活している中で社会のᖖ識やつ⠊にゐれ、

↓意識にどうあるべきかについて学んできている。子どもたちとともに、現状を問い直し、批判的に思

考していくことは教育課程において引き続き重要となる。子どもたちが↓意識にᢪく教科内容に関する

⣲ᮔな思考やᴫ念➼を教師がみとり、それについてともにᴫ念探究していく͆てつがくする͇ことを教

科でも重どしていく。 

ప学年では、一日の立ち上がりとして、クࣛス全員で㌴ᗙになり互いの思いを⫈き合うࢧークル対

話を行っている。⫪と⫪がゐれ合う㊥㞳感の中で、現時点で考えていることや興味があること➼、お互

いの思いを⫈きあっている。これが、͆てつがくする͇からだにつながっていく。 

ճエージェンシー：自発性に基づく学び 

資料１ 教育課程のイメージᅗ 

ことを通し、互いにゐ発されながら、自身の思いや考えが行Ⅽとしてたちあらわれていく面が見られた。 

ղ研究を通して見えてきた課題 

子どもたちが自身の興味・関心にもとづき活動を進

めて行く中で「やりたいことに取り組む」ということ

について教師も考え続けてきた。昨年度の課題別部会

ࠗ主体性をどう捉えるか部会࠘では、「主体性」とい

う言葉について考える中で「主体的であるということ

は、子どものやりたいことをやることだけではない。

やりたいと思うことを࿘㎶の状況や様子に目を向け考

えながらやってみるということもධってくるのではな

いか」、「主体性とは何でも自由というヂではない。

そこにはある✀のไ⣙があり、そのไ⣙は学びのᯟ組

みによっても異なるのではないか」➼の議論があった。 

また、昨年度の課題別部会「ともに学ぶ～ಶと協ാ

の 㑏～」部会でも、自分のやりたいこと、興味のあ

る஦᯶について、㏣究する子どもが育ってきているも

のの、他者とかかわり協ാ的に学ぶことのよさを子ど

もたちが実感できていないのではないかということも

話題となっていた。 

௨上のように、学習者としての自ぬを持ち活動を行

っていくことやともに学びをつくる一員としてその⎔

ቃにどう対ᓖしていくのかということが課題としてᾋ

かびᣲがってきた。 

２ ௒ᖺᗘの◊✲

㸦㸯㸧௒ᖺᗘの◊✲࣐࣮ࢸ㹼㛵ಀᛶの୰࡛生ᡂࡿࢀࡉ୺య㹼 

昨年度の子どもたちの学びの姿をࡩり返り、「学びをあむ」姿には、様々なࡦと・もの・ことの中

で、ᦂり動かされ、互いにゐ発されながら、自身の思いや考えが行Ⅽとしてたちあらわれていくという

面があるのではないかということが見えてきた。それは、✚極的に他者とかかわり参⏬していく面とは

異なる。 

今年度は、子どもたちと多様な「ࡦと・もの・こと」がつながり、行き来しあう「関係性」に╔目

する。そして、子どもたちが、関係性の中の一人としてともに学びをつくる中で、自身がどうᦂり動か

され、思いや考えがたちあらわれていくのか、そのために教師が学びの⎔ቃをどう設定し、子どもたち

の学びをみていくのかを考えていく。 

㸦２㸧ࠕ୺యࠖのあࡾᵝ 

「行Ⅽ者としての子ども一人ࡦとり」という「主体」が、関係性の中でᦂり動かされ、生成される。

この考え方は、$JHQF\ や学習指導要領における「主体的な学び」からゎされる「主体」とは異なる。 

2(&' では、�生ᚐ� $JHQF\ を「目ᶆを設定し、振り返り、㈐௵を持って行Ⅽすることによって変化

を㉳こすຊ」と定⩏づけている。学習者が自身の人生を切りᣅき、✚極的に他者や社会にᙳ㡪を୚える

「主体」を想定していると考えられる。 

学習指導要領では、主体的に学習に取り組む態度もྵめた学びに向かうຊ➼の資質・⬟ຊの育成が

目指されている。授業ᨵၿのど点の一つとしての「主体的な学び」からは、「見通しをもって⢓り強く

取り組み、自ᕫの学習活動をࡩり返ってḟにつなげる」ことがその一つとして考えられる。 

今後の民主主⩏社会を担う市民ീと↷らし合わせた時、᪤存の状況へ✚極的にാきかけ、属する社

会の中で思いを実現し社会をᨵ㠉していくことが考えられる。 

しかし、ḟ௦は情報ᢏ⾡がຍ㏿度的に進化し、社会や生活➼はᛴ㏿に変わっていくと考えると、一

人ࡦとりもより多様となる。変㠉を㉳こすためにも、互いにᑛ重し、様々な変化に向き合い、そこから

どう自身があるかを考え、ᰂ㌾に対応していくことが求められてくる。すなわち、副題が示すような、

関係性の中で自身がᦂり動かされ、ともに学びをつくっていくような主体のあり方が重要である。 

表１ プロジェクトの例����� 年度６年生� 

 ー࣐ 問題意識ࢸ

イࣛスト・ₔ⏬ 一人一話ₔ⏬を᏶成させる 

㞧ㄅ 㞧ㄅで特集し、知ってもらう 

ᫎ⏬作成 ジ࣐࢜ࣛを背ᬒにᫎ⏬を᧜る 

ᫎ⏬ ኪの学校のようなイ࣋ントで上

ᫎする 

⿢⦭	㺖㺍㺕㺻㺖㺼 様々ᣮᡓしてࣞシࣆ本をつくる 

᳜≀ຍᕤ ᳜≀を自分たちで作って、ຍᕤ

㸤㈍኎する 

ス࢝イシࢵプ ᒇ上から⣬㣕行機を㣕ࡤしてど

こまでいけるか 

デࢨイン ⤮（㺡㺼㺙㺼㺐㺻）で何かをఏえる 

運動会 運動会イ࣋ントを開催する 

イ࣋ント ᬯྕ・スタンプࣛࣜーをおⲔ大

で実᪋する 

す㛛を開けよう 学校を今よりも౑いやすくきれ

いにする 

⏿の⎔ቃを 

変えよう 

Ⲩれた⏿にụを作ってみんなが

౑える場所にする 

保ㆤ動≀ おⲔ大の⊧や保ㆤ動≀について

何ができるのか 
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㸦㸱㸧◊✲の㔜Ⅼ 

今年度は͆活動する͇ことと͆てつがくする͇ことを引き継ぎ、

本校で長年受け継がれている「市民性」を育むシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教

育にᡭがかりをもとめ、新たな教育課程のあり方について考えてい

く。そして、昨年度の成果と課題を受け、研究の重点として஧点設

定した。 

重点の一点目は、教科のあり方を見つめ直すことである。それ

は「てつがく創造活動」を中核とした教育課程での学びのあり方を

より教科にᗈげていくことや、それぞれで大切にしていた教科ほが

その教科に㛢じることなく、教育課程全体を見据え互いの教科が感

化されること➼である。 

重点の஧点目は、「創造活動」のあり方の検討である。それは、

昨年度までの研究の成果・独自性であるプロジェクトᆺ活動を引き継ぎつつ、͆活動すること͇のあり

方を᭦新することである。そして、創造活動と教科のかかわりについて、教科のᑓ㛛性を活かした教師

のక㉮のあり方を考えていく。 

㸦㸲㸧◊✲⤌⧊㹼ㄢ㢟ู㒊఍ࡽ࠿学ᖺ㒊఍へ㹼 

昨年度は、ྛ教員の課題意識を⫈き合い、ྛ部会で取り組んでいく内容や部会名を決めていった。

今年度は、研究の重点をࡩまえたとき、᫛࿴ �� 年௦から行ってきている「教科担௵ไ」と「協ຊ学年

担௵ไ」がより生かされる学年部会がࡩさわしいと考えた。 

「教科担௵ไ」のメࣜࢵトとして、それぞれの教師が自身のᑓ㛛の研究を深く進めることができる

ことや、子どもにとってもᑓ㛛的な学びを行うことができるということがあげられる。自身のᑓ㛛性を

いかした教ᮦ研究のもと、同じ学年で同じ教ᮦで授業を行ったとしても、ྛクࣛスの子どもたちの㐪い

によって཯応も大きく㐪ってくる。そこで、ྛクࣛス担௵だけでなくよりᗈく学年担௵ᅋとして子ども

たちとかかわっていく「協ຊ学年担௵ไ」が大きなᙺ๭を果たす。 

学年部会とすることで、より子どもたちの姿が共有され、自身の教科では見られない新たな発見が

生まれる。自身の教科ほを見つめ直し、立ちṆまって考える。新たなྛ教科の学びだけでなく創造活動、

子どもと教師のかかわり方にも部会の研究が生かされると考えた。 

㸱 㸯学ᮇのᰯෆ◊✲

㸦㸯㸧ᰯෆᤵᴗ◊࡚ࡅྥ࡟ 

これまでのシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教育をࡩり返り、１学期の校内研究を進めるにあたってキー࣡ードと

なったのが௨下の୕つである。 

ձ公共性：子ども㐩が཭㐩と自分の㐪いを᤼㝖せずに理ゎし考えるຊを発᥹すること

ඛ㏙のように、���� 年度から民主主⩏社会を担う市民を育てることを念㢌に⨨いたシࢬ࢕ࢸンシࢵ

プ教育に取りくみ、他者とのかかわりの中で㐪いを受けṆめ、ᑛ重する市民への成長を願って教育活動

を行ってきた。 

自分と異なる考え方や感じ方は」数であり、他者の他者性をᑛ重し、他者の考えに⪥をഴけ、┦ᡭ

の立場（┦ᡭの思考）になって考えることで、自分の㑅ᢥ・判断を問い直し、考えを深めていく。子ど

もたち一人ࡦとりと他者とのかかわりに重点を⨨いた過ཤの研究に立ち戻って考えていきたい。 

ղてつがくする：自明と思われる౯್や஦᯶について問い直し考え続けること

学校生活や社会生活を㏦る中で、子どもたちは、日々生活している中で社会のᖖ識やつ⠊にゐれ、

↓意識にどうあるべきかについて学んできている。子どもたちとともに、現状を問い直し、批判的に思

考していくことは教育課程において引き続き重要となる。子どもたちが↓意識にᢪく教科内容に関する

⣲ᮔな思考やᴫ念➼を教師がみとり、それについてともにᴫ念探究していく͆てつがくする͇ことを教

科でも重どしていく。 

ప学年では、一日の立ち上がりとして、クࣛス全員で㌴ᗙになり互いの思いを⫈き合うࢧークル対

話を行っている。⫪と⫪がゐれ合う㊥㞳感の中で、現時点で考えていることや興味があること➼、お互

いの思いを⫈きあっている。これが、͆てつがくする͇からだにつながっていく。 

ճエージェンシー：自発性に基づく学び 

資料１ 教育課程のイメージᅗ 

ことを通し、互いにゐ発されながら、自身の思いや考えが行Ⅽとしてたちあらわれていく面が見られた。 

ղ研究を通して見えてきた課題 

子どもたちが自身の興味・関心にもとづき活動を進

めて行く中で「やりたいことに取り組む」ということ

について教師も考え続けてきた。昨年度の課題別部会

ࠗ主体性をどう捉えるか部会࠘では、「主体性」とい

う言葉について考える中で「主体的であるということ

は、子どものやりたいことをやることだけではない。

やりたいと思うことを࿘㎶の状況や様子に目を向け考

えながらやってみるということもධってくるのではな

いか」、「主体性とは何でも自由というヂではない。

そこにはある✀のไ⣙があり、そのไ⣙は学びのᯟ組

みによっても異なるのではないか」➼の議論があった。 

また、昨年度の課題別部会「ともに学ぶ～ಶと協ാ

の 㑏～」部会でも、自分のやりたいこと、興味のあ

る஦᯶について、㏣究する子どもが育ってきているも

のの、他者とかかわり協ാ的に学ぶことのよさを子ど

もたちが実感できていないのではないかということも

話題となっていた。 

௨上のように、学習者としての自ぬを持ち活動を行

っていくことやともに学びをつくる一員としてその⎔

ቃにどう対ᓖしていくのかということが課題としてᾋ

かびᣲがってきた。 

２ ௒ᖺᗘの◊✲

㸦㸯㸧௒ᖺᗘの◊✲࣐࣮ࢸ㹼㛵ಀᛶの୰࡛生ᡂࡿࢀࡉ୺య㹼 

昨年度の子どもたちの学びの姿をࡩり返り、「学びをあむ」姿には、様々なࡦと・もの・ことの中

で、ᦂり動かされ、互いにゐ発されながら、自身の思いや考えが行Ⅽとしてたちあらわれていくという

面があるのではないかということが見えてきた。それは、✚極的に他者とかかわり参⏬していく面とは

異なる。 

今年度は、子どもたちと多様な「ࡦと・もの・こと」がつながり、行き来しあう「関係性」に╔目

する。そして、子どもたちが、関係性の中の一人としてともに学びをつくる中で、自身がどうᦂり動か

され、思いや考えがたちあらわれていくのか、そのために教師が学びの⎔ቃをどう設定し、子どもたち

の学びをみていくのかを考えていく。 

㸦２㸧ࠕ୺యࠖのあࡾᵝ 

「行Ⅽ者としての子ども一人ࡦとり」という「主体」が、関係性の中でᦂり動かされ、生成される。

この考え方は、$JHQF\ や学習指導要領における「主体的な学び」からゎされる「主体」とは異なる。 

2(&' では、�生ᚐ� $JHQF\ を「目ᶆを設定し、振り返り、㈐௵を持って行Ⅽすることによって変化

を㉳こすຊ」と定⩏づけている。学習者が自身の人生を切りᣅき、✚極的に他者や社会にᙳ㡪を୚える

「主体」を想定していると考えられる。 

学習指導要領では、主体的に学習に取り組む態度もྵめた学びに向かうຊ➼の資質・⬟ຊの育成が

目指されている。授業ᨵၿのど点の一つとしての「主体的な学び」からは、「見通しをもって⢓り強く

取り組み、自ᕫの学習活動をࡩり返ってḟにつなげる」ことがその一つとして考えられる。 

今後の民主主⩏社会を担う市民ീと↷らし合わせた時、᪤存の状況へ✚極的にാきかけ、属する社

会の中で思いを実現し社会をᨵ㠉していくことが考えられる。 

しかし、ḟ௦は情報ᢏ⾡がຍ㏿度的に進化し、社会や生活➼はᛴ㏿に変わっていくと考えると、一

人ࡦとりもより多様となる。変㠉を㉳こすためにも、互いにᑛ重し、様々な変化に向き合い、そこから

どう自身があるかを考え、ᰂ㌾に対応していくことが求められてくる。すなわち、副題が示すような、

関係性の中で自身がᦂり動かされ、ともに学びをつくっていくような主体のあり方が重要である。 

表１ プロジェクトの例����� 年度６年生� 

 ー࣐ 問題意識ࢸ

イࣛスト・ₔ⏬ 一人一話ₔ⏬を᏶成させる 

㞧ㄅ 㞧ㄅで特集し、知ってもらう 

ᫎ⏬作成 ジ࣐࢜ࣛを背ᬒにᫎ⏬を᧜る 

ᫎ⏬ ኪの学校のようなイ࣋ントで上

ᫎする 

⿢⦭	㺖㺍㺕㺻㺖㺼 様々ᣮᡓしてࣞシࣆ本をつくる 

᳜≀ຍᕤ ᳜≀を自分たちで作って、ຍᕤ

㸤㈍኎する 

ス࢝イシࢵプ ᒇ上から⣬㣕行機を㣕ࡤしてど

こまでいけるか 

デࢨイン ⤮（㺡㺼㺙㺼㺐㺻）で何かをఏえる 

運動会 運動会イ࣋ントを開催する 

イ࣋ント ᬯྕ・スタンプࣛࣜーをおⲔ大

で実᪋する 

す㛛を開けよう 学校を今よりも౑いやすくきれ

いにする 

⏿の⎔ቃを 

変えよう 

Ⲩれた⏿にụを作ってみんなが

౑える場所にする 

保ㆤ動≀ おⲔ大の⊧や保ㆤ動≀について

何ができるのか 
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それぞれの体㦂が重なり合うことを基盤にしながら㸪ᮦ料や他者㸪教室✵間との関わりが作ရやୡ

⏺の捉え方と⤖びつき㸪表現のᒎ開を変化させ㸪新たな思いや考えが生成されていったと捉えられる� 
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授業者は、子どもたちとものの関係について╔目し、子どもたちに

とって身近なᮦをᢅうことで、ᮦに対するぶしみがቑし、より自分の

言葉として発言してくれるのではないかと考えた。そこで、本題ᮦで

は、」数のᫎ⏬の࣏スターが作成された「ドࣛえもん～のびኴの༡極

࢝チࢥチ大ෑ㝤～」を取り上げた。実際に子どもたちがドࣛえもんの

ᫎ⏬を実際に見た後、」数のキࣕࢵチࣆࢥーからどれがࡩさわしいか

を考える活動を構想した。実際のᫎ⏬と࣏スターから受け取る༳㇟は、

それぞれ㐪う。他者が感じる異なりを⫈き合い、他者の言葉や想いを

大切にする。そして、自身の中で自分のことࡤや想いを育てていくこ

とを考えた。 

授業は、&� ඣの「࣏スターはᫎ⏬をほていない人がほたくなるようなものじࡷないといけないから、

それにࡩさわしい࣏スターがどれかを考えたい」という発言から、「༡極࢝チࢥチ大ෑ㝤の࣏スターと

してࡩさわしいのは㸽」という問いで子どもたちの考えが出されていった（෗┿２）。「私はこのᫎ⏬

で一␒大切なのは཭情だと思う。みんなはどう㸽」と &� ඣを受けて、&� ඣが応⟅し、&� とつながるዎ

機が見て取れた。しかし、別の話題となってしまった（表３）。 

協議会では、ᮦが持つ多様さにより子どもたちの発言が促されたのではないかということが話題と

なった。それは「キࣕࢵチࣆࢥー」よりも「࣏スターのࣅジࣗアル」に意識が引き付けられたことや、

ᫎ⏬の場面にも話がうつってしまったことからうかがえる。 

授業者は、他者が感じる思いから自分の言葉や思いにつながって࡯しいと考えていたが、子どもた

ちと「もの」との関係が強すぎため、子どもたちと「他者」との関係、授業中に出てきた「できごと」

と子どもたちとの┦互作⏝とまで至らなかった。 

協議会での指᦬を受けて、ḟ時はᨵめて཭情について↔点化し互いの思いを⫈き合うことからጞめ

た。その後、ᮦからあらわれた「཭情」という出来஦と、他者の考えが行き来されてきた。 

㸲 ２学ᮇのᰯෆ◊✲へむ࡚ࡅ

㸦㸯㸧⛅⏣႐௦⨾ඛ生のㅮ₇ 

今後の教育課程のあり方について学ぶために、⛅田႐௦⨾ඛ生のお話を⪺いた。ごㅮ₇の中で「2(&'

の࢕ࢸーチングࢥンࣃスでは、子ども主体で学びを進めていく際に、教師がいかにアン࢝ー（㘌）をか

け、子どもたちの学びをࢥーデࢿ࢕ートしていくのかということが提ၐされている」、「一人ࡦとりの

子どもの主体性は、教師、仲間同ኈ、学級の㢼ᅵ、学校の自由感がᕥྑする」などのお話があった。 

⛅田ඛ生が┘ಟ者の一人としてห行されたࠗ教育におけるエージェンシーのᴫ念と実㊶࠘のㄞ᭩会

も有ᚿで行っており、エージェンシーのᴫ念について見識を深めていた頃でもあった。子どもたちの主

体がたちあらわれるにはどうすべきかということ、子どもたち同ኈの関係性の中で学びがᒎ開され、そ

の中でも教師の重要性はどういうところにあるのかといったことにご示၀を㈷った。 

㸦２㸧学びのጼのၥ࡜ࡋ┤࠸ᩍᖌのኚᐜ 

授業研を受け、学年部会や教科部会でも、ᨵめて学びはಶ人だけでは成立しᚓず、「ࡦと・もの・

෗┿２ 思いを⫈き合う 

表３ ཭情とは何かについて⫈き合う

&�：このᫎ⏬で一␒大切なことは何か͐みんながどう思

ってるのかが気になって。私は一␒大切なのは཭情だと

思う。 

7�なんで཭情なの㸽 

&��みんなが最ึからෑ㝤をして㸪最後まで一⥴にいるか

ら。みんなで行動しているから大切だと思う。 

7�みんなはどう思う㸽 

&��一␒大切だと思ったのは㸪% と & の࣏スターでも言え

るんだけど㸪≀ㄒのきっかけが཭情で。཭情があったか 

ら≀ㄒにつながったわけだから。$ は཭情で % は≀ㄒの

きっかけ。だから㸪≀ㄒのきっかけとなるところが大切

だと思う。 

&�：&� になんだけど͐（つぶやき） 

&��なんか時を㉸えるってことだから㸪$ のタイム࣋ルト

をつけてさ。�� ୓年前までにいったじࡷん。メインࣅジ

ࣗアルと見てみると㸪$ と % はᫎ⏬に出てこない。& と '

はᫎ⏬にも出てくるシーンだからそっちの方がよいと思

う。 

$JHQF\ は 2(&'���� においてその重要性が提ၐされ、主体性に近いᴫ念として、���� 年頃から、日本

の教育⏺でᗈく౑われるようになってきている。࿴ヂとして「主体性」あるいは「行Ⅽ主体性」が最も

近いとされている（ᯇᑿら ����）。一方で、社会学、心理学といったᖜᗈい分㔝においても多様なゎ

㔘がある。 

一昨年度の研究⥲論では、主体性について考えていく中で「私たちの主体性は᪤に᪤存の支配的⛛

序の中でࠗ㣫い័らされている࠘�小⋢ ����）」を受け、主体性を㉸えうるものとしてのエージェンシ

ーのྍ⬟性に╔目した。体育部では、教師を中心としたᶒຊによって㣫いならされない主体として自ら

の自発性にもとづいて学習を構想したり進めたりする実㊶構想を「エージェンシー࣋ース」として、体

育での学びに取りධれてきた。 

昨年度の課題別部会「おⲔ小の目指すこれから部会」では、エージェンシーを発᥹する姿として

「活動すること」、「てつがくすること」を 㑏しながら、子どもが主体となって学びをあんではࡄ࡯

し、つくっていく姿と提案した。 

自身の興味・関心から子どもたちが行Ⅽ主体となり活動や学びがᒎ開されていくことから、今年度

は、「自発性にもとづく学び」として校内研究を進める。なお、2(&'���� の $JHQF\ はඛ㏙のように学

習者が自身の人生を切りᣅき✚極的に他者や社会にᙳ㡪を୚えるഃ面が強い。上記の本校での見ゎとの

ᕪ異があるため、本校では、エージェンシーと࢝ࢼで表記する。 

㸦２㸧ᰯෆᤵᴗ◊のᐇ㝿 

 㹼２ᖺ学ᖺ㒊఍㸦ᅗ⏬ᕤస㸧㹼ࡃࡁののኌをࡶ ߇

子どもたちはධ学後、学校探検を通じて校内外を歩き、自分の身体でୡ⏺に出会ってきた。本題ᮦ

を「ࡦみつのみち」は、そうした⤒㦂のᘏ長として構想されたものであり、日ᖖの中に₯む、ࡩだん意

識されることのない「道」に目を向け、そのඛにᗈがるୡ⏺へ㊊を踏みධれることをねらいとした。 

学年部会でも検討を重ね、授業者は、道とは単なる⛣動ᡭ段ではなく、「道」や「場所」が子ども

にㄒりかける存在であり、そのものが子どもにാきかけ、ものやこと、人、出来஦、✵間など多様な存

在を⤖ぶ関係性の通㊰として捉え直した。これは、ᒸ༡������のエージェンシࣕル・ࣜアࣜࢬムの立場

から示した。子どもを人間に限らない多様な存在との関係の中で生成される存在として捉えるど点を部

会内で共有しながら検討を重ねる中で、本題ᮦの構想へと⤖びつい

ていったものである。題ᮦの中では、人間௨外のものや✵間もまた、

出来஦のᒎ開に関わる存在として位⨨づけられた。 

授業では、子どもたち同ኈが関わりながら自身の作ရに向かっ

ていた（෗┿１）。終末に設けていた作ရ㚷㈹では、授業者が「こ

の道のお話をして࡯しい」と問いかけたことで、子どもたちは自身

がᥥいた未知のୡ⏺をㄒりጞめた。 

「ᮌをのࡰると道になる」「ನには⁪に見える」「ドアが開い

たらᾏのୡ⏺」「ᡬが㟷だから」といったኌがḟ々と生まれ、一つ

のㄒりがḟのㄒりを࿧び㉳こすように、作ရの向こうにᗈがるୡ⏺

が関係の中でたちあがっていった。子どもたちは཭㐩の言葉や見方にゐれながら、自分の作ရや見え方

をとらえ直し、表現の意味を᭦新していく姿を見せていた（表２）。 

協議会では、こうした場面について、෗された「道」や「ᡬ」というࣔチーࣇが、現実の✵間をな

ぞるためのᡭがかりにとどまらず、子どもや作ရなど、様々な他者の関係の中で新たなୡ⏺を想ീし、

ᥥき進めていくዎ機となっていたことが共有された。 

෗┿１ 他者の作ရにゐれる 

表２ 子どもたちの見ているୡ⏺がㄒられる

（子どもの作ရを教師がࣔࢽターにᫎし出して共有、対

話し㚷㈹し合う） 

&�わ࠵お 

&�൅がかいたୡ⏺は、道は͐ྑの。ᮌをのࡰっていった

ら道になる。 

&�おれには⁪に見える 

7�ὶれている㸽 

&� 。んࡷみつってかくれているじࡦ

7�いつもは出てこないけど、出てきた。 

&�２こめの道、つながってるじࡷん。 

7�そこにあるんだよってことね。みんなわかった㸽&�ᾏ

のୡ⏺、ドアの一部でもあるし、開けるとまた͐。 

7�中じࡷなくてᾏを見ているの 

&�普通のとびらってⓑいじࡷん。これは㟷いから。 

7�ここに、ᮌのᙳがうつっているから、その上にᮌがあ

るのかなと思った。 

人間てどのくらいなの㸽このᮌが人間だったら点。 

&�⤮から㣕び出てる。 
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授業者は、子どもたちとものの関係について╔目し、子どもたちに

とって身近なᮦをᢅうことで、ᮦに対するぶしみがቑし、より自分の

言葉として発言してくれるのではないかと考えた。そこで、本題ᮦで

は、」数のᫎ⏬の࣏スターが作成された「ドࣛえもん～のびኴの༡極

࢝チࢥチ大ෑ㝤～」を取り上げた。実際に子どもたちがドࣛえもんの

ᫎ⏬を実際に見た後、」数のキࣕࢵチࣆࢥーからどれがࡩさわしいか

を考える活動を構想した。実際のᫎ⏬と࣏スターから受け取る༳㇟は、

それぞれ㐪う。他者が感じる異なりを⫈き合い、他者の言葉や想いを

大切にする。そして、自身の中で自分のことࡤや想いを育てていくこ

とを考えた。 

授業は、&� ඣの「࣏スターはᫎ⏬をほていない人がほたくなるようなものじࡷないといけないから、

それにࡩさわしい࣏スターがどれかを考えたい」という発言から、「༡極࢝チࢥチ大ෑ㝤の࣏スターと

してࡩさわしいのは㸽」という問いで子どもたちの考えが出されていった（෗┿２）。「私はこのᫎ⏬

で一␒大切なのは཭情だと思う。みんなはどう㸽」と &� ඣを受けて、&� ඣが応⟅し、&� とつながるዎ

機が見て取れた。しかし、別の話題となってしまった（表３）。 

協議会では、ᮦが持つ多様さにより子どもたちの発言が促されたのではないかということが話題と

なった。それは「キࣕࢵチࣆࢥー」よりも「࣏スターのࣅジࣗアル」に意識が引き付けられたことや、

ᫎ⏬の場面にも話がうつってしまったことからうかがえる。 

授業者は、他者が感じる思いから自分の言葉や思いにつながって࡯しいと考えていたが、子どもた

ちと「もの」との関係が強すぎため、子どもたちと「他者」との関係、授業中に出てきた「できごと」

と子どもたちとの┦互作⏝とまで至らなかった。 

協議会での指᦬を受けて、ḟ時はᨵめて཭情について↔点化し互いの思いを⫈き合うことからጞめ

た。その後、ᮦからあらわれた「཭情」という出来஦と、他者の考えが行き来されてきた。 

㸲 ２学ᮇのᰯෆ◊✲へむ࡚ࡅ

㸦㸯㸧⛅⏣႐௦⨾ඛ生のㅮ₇ 

今後の教育課程のあり方について学ぶために、⛅田႐௦⨾ඛ生のお話を⪺いた。ごㅮ₇の中で「2(&'

の࢕ࢸーチングࢥンࣃスでは、子ども主体で学びを進めていく際に、教師がいかにアン࢝ー（㘌）をか

け、子どもたちの学びをࢥーデࢿ࢕ートしていくのかということが提ၐされている」、「一人ࡦとりの

子どもの主体性は、教師、仲間同ኈ、学級の㢼ᅵ、学校の自由感がᕥྑする」などのお話があった。 

⛅田ඛ生が┘ಟ者の一人としてห行されたࠗ教育におけるエージェンシーのᴫ念と実㊶࠘のㄞ᭩会

も有ᚿで行っており、エージェンシーのᴫ念について見識を深めていた頃でもあった。子どもたちの主

体がたちあらわれるにはどうすべきかということ、子どもたち同ኈの関係性の中で学びがᒎ開され、そ

の中でも教師の重要性はどういうところにあるのかといったことにご示၀を㈷った。 

㸦２㸧学びのጼのၥ࡜ࡋ┤࠸ᩍᖌのኚᐜ 

授業研を受け、学年部会や教科部会でも、ᨵめて学びはಶ人だけでは成立しᚓず、「ࡦと・もの・

෗┿２ 思いを⫈き合う 

表３ ཭情とは何かについて⫈き合う

&�：このᫎ⏬で一␒大切なことは何か͐みんながどう思

ってるのかが気になって。私は一␒大切なのは཭情だと

思う。 

7�なんで཭情なの㸽 

&��みんなが最ึからෑ㝤をして㸪最後まで一⥴にいるか

ら。みんなで行動しているから大切だと思う。 

7�みんなはどう思う㸽 

&��一␒大切だと思ったのは㸪% と & の࣏スターでも言え

るんだけど㸪≀ㄒのきっかけが཭情で。཭情があったか 

ら≀ㄒにつながったわけだから。$ は཭情で % は≀ㄒの

きっかけ。だから㸪≀ㄒのきっかけとなるところが大切

だと思う。 

&�：&� になんだけど͐（つぶやき） 

&��なんか時を㉸えるってことだから㸪$ のタイム࣋ルト

をつけてさ。�� ୓年前までにいったじࡷん。メインࣅジ

ࣗアルと見てみると㸪$ と % はᫎ⏬に出てこない。& と '

はᫎ⏬にも出てくるシーンだからそっちの方がよいと思

う。 

$JHQF\ は 2(&'���� においてその重要性が提ၐされ、主体性に近いᴫ念として、���� 年頃から、日本

の教育⏺でᗈく౑われるようになってきている。࿴ヂとして「主体性」あるいは「行Ⅽ主体性」が最も

近いとされている（ᯇᑿら ����）。一方で、社会学、心理学といったᖜᗈい分㔝においても多様なゎ

㔘がある。 

一昨年度の研究⥲論では、主体性について考えていく中で「私たちの主体性は᪤に᪤存の支配的⛛

序の中でࠗ㣫い័らされている࠘�小⋢ ����）」を受け、主体性を㉸えうるものとしてのエージェンシ

ーのྍ⬟性に╔目した。体育部では、教師を中心としたᶒຊによって㣫いならされない主体として自ら

の自発性にもとづいて学習を構想したり進めたりする実㊶構想を「エージェンシー࣋ース」として、体

育での学びに取りධれてきた。 

昨年度の課題別部会「おⲔ小の目指すこれから部会」では、エージェンシーを発᥹する姿として

「活動すること」、「てつがくすること」を 㑏しながら、子どもが主体となって学びをあんではࡄ࡯

し、つくっていく姿と提案した。 

自身の興味・関心から子どもたちが行Ⅽ主体となり活動や学びがᒎ開されていくことから、今年度

は、「自発性にもとづく学び」として校内研究を進める。なお、2(&'���� の $JHQF\ はඛ㏙のように学

習者が自身の人生を切りᣅき✚極的に他者や社会にᙳ㡪を୚えるഃ面が強い。上記の本校での見ゎとの

ᕪ異があるため、本校では、エージェンシーと࢝ࢼで表記する。 

㸦２㸧ᰯෆᤵᴗ◊のᐇ㝿 

 㹼２ᖺ学ᖺ㒊఍㸦ᅗ⏬ᕤస㸧㹼ࡃࡁののኌをࡶ ߇

子どもたちはධ学後、学校探検を通じて校内外を歩き、自分の身体でୡ⏺に出会ってきた。本題ᮦ

を「ࡦみつのみち」は、そうした⤒㦂のᘏ長として構想されたものであり、日ᖖの中に₯む、ࡩだん意

識されることのない「道」に目を向け、そのඛにᗈがるୡ⏺へ㊊を踏みධれることをねらいとした。 

学年部会でも検討を重ね、授業者は、道とは単なる⛣動ᡭ段ではなく、「道」や「場所」が子ども

にㄒりかける存在であり、そのものが子どもにാきかけ、ものやこと、人、出来஦、✵間など多様な存

在を⤖ぶ関係性の通㊰として捉え直した。これは、ᒸ༡������のエージェンシࣕル・ࣜアࣜࢬムの立場

から示した。子どもを人間に限らない多様な存在との関係の中で生成される存在として捉えるど点を部

会内で共有しながら検討を重ねる中で、本題ᮦの構想へと⤖びつい

ていったものである。題ᮦの中では、人間௨外のものや✵間もまた、

出来஦のᒎ開に関わる存在として位⨨づけられた。 

授業では、子どもたち同ኈが関わりながら自身の作ရに向かっ

ていた（෗┿１）。終末に設けていた作ရ㚷㈹では、授業者が「こ

の道のお話をして࡯しい」と問いかけたことで、子どもたちは自身

がᥥいた未知のୡ⏺をㄒりጞめた。 

「ᮌをのࡰると道になる」「ನには⁪に見える」「ドアが開い

たらᾏのୡ⏺」「ᡬが㟷だから」といったኌがḟ々と生まれ、一つ

のㄒりがḟのㄒりを࿧び㉳こすように、作ရの向こうにᗈがるୡ⏺

が関係の中でたちあがっていった。子どもたちは཭㐩の言葉や見方にゐれながら、自分の作ရや見え方

をとらえ直し、表現の意味を᭦新していく姿を見せていた（表２）。 

協議会では、こうした場面について、෗された「道」や「ᡬ」というࣔチーࣇが、現実の✵間をな

ぞるためのᡭがかりにとどまらず、子どもや作ရなど、様々な他者の関係の中で新たなୡ⏺を想ീし、

ᥥき進めていくዎ機となっていたことが共有された。 

෗┿１ 他者の作ရにゐれる 

表２ 子どもたちの見ているୡ⏺がㄒられる

（子どもの作ရを教師がࣔࢽターにᫎし出して共有、対

話し㚷㈹し合う） 

&�わ࠵お 

&�൅がかいたୡ⏺は、道は͐ྑの。ᮌをのࡰっていった

ら道になる。 

&�おれには⁪に見える 

7�ὶれている㸽 

&� 。んࡷみつってかくれているじࡦ

7�いつもは出てこないけど、出てきた。 

&�２こめの道、つながってるじࡷん。 

7�そこにあるんだよってことね。みんなわかった㸽&�ᾏ

のୡ⏺、ドアの一部でもあるし、開けるとまた͐。 

7�中じࡷなくてᾏを見ているの 

&�普通のとびらってⓑいじࡷん。これは㟷いから。 

7�ここに、ᮌのᙳがうつっているから、その上にᮌがあ

るのかなと思った。 

人間てどのくらいなの㸽このᮌが人間だったら点。 

&�⤮から㣕び出てる。 
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ているとも言えるからだ。 

授業者は、教科のあり方を考えるために、᥋続後期に「新⪺⣬と身

体と体育㤋」という、あえてどの領域や教科にもつ定されない時間を

設定した。そして、体育㤋で実᪋するということが「からだ」を㐃想

すると考え、あえて運動╔を╔⏝もせず、㢼はなく地面はᖹらでࡦん

やりする体育㤋という場と、新⪺⣬と子どもたちが出合うという⎔ቃ

を設定した。 

授業では、新⪺⣬と出合った子どもたちに「何やるの㸽」とᑜねら

れた授業者は「なんでもいいよ」と切り返し、体育㤋での方々で思い

思いの活動がᒎ開された。㞧ᕵがけ、㨣ごっこ、かみでっࡱう、㔝⌫、バスケࢵト࣎ール、ㄞむ、⣬㣕

行機、スケート、ちぎってかけるなどの多様な行Ⅽがあらわれた（෗┿４）。 

協議会では、握ったり形づくったりすることで、子どもの身体とものとの関係がたちあがるのに新

⪺⣬は適していたということや、「重さ」「ᗈがり」「◚き方」などを感じ取りながら、新⪺⣬そのも

のを味わう時間も大切なのではないかということが話題となった。「ไ限」は子どもの自由をዣうわけ

ではなく、むしろ、子どもの活動を多様な活動にࡦらくこともある。「いま・ここ」の子どもたちを前

に、どのような意ᅗをもって単元を構想をしていくのかが重要になってくるだろう。そして、本授業が

子どもたちの学びのධりཱྀとなる。新⪺⣬と身体と体育㤋が⤡み合う関係の中で、どのような出来஦が

現れていったかについての今後のᒎ開も重要である。 

㸦㸱㸧࡟ࡶ࡜ࠕあ࡟ࠖࡪࡑ㈉⊩ࡿ࠺ࡋ学び㹼㸳ᖺ๰㐀άື㹼 

１学期の５年生の創造活動では、興味・関心にもとづくプロジェクトᆺ活動に取り組んだ。日々の

子どもたちの活動から、互いの自由をᑛ重しつつそこからᦂり動かされる面と、他者の活動に୙ᖸ΅な

状態である面も見られている。஧学期は「ともにあそぶ」という他者とともに楽しむ時間を設定し、そ

の日に向けてプロジェクトを立ち上げて活動することにした。 

そして、創造活動のプロジェクトを生活の中心に⨨き、これまでྛ教科や「てつがく」が担ってき

た学びの一部を「プロジェクトに㈉⊩しうる学び」として位⨨づけた。これは、教科を㉸えた学習分㔝

的な発想に立ち、子どもたちの実態を出発点として授業を構想しているものである。学習分㔝とはඛ㏙

の「公共性を育むシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教育」の際に、学習指導要領に定める教科、領域、時間などのᯟ組

みを取り外し、目ᶆ、内容、方法を子どもたちの学びに合わせて作成し直したものである。 

子どもたちのプロジェクトへの㈉⊩のために、ྛ教員がそれぞれの教科のᑓ㛛性を生かして授業を

行うが、それは、内容の習ᚓへ導いていくことではない。子どもたちの関係性の中の一員として、共に

క㉮していこうとするものである。「ともにあそぶ」に向け、子どもたちの興味・関心から、ࣛーメン

や᢯Ⲕ、月見ᅋ子など料理をࡩるまうもの、㏨㉮中やᑕ的、㕲道などの催しに関するプロジェクトがた

ちあがってきた（表５）。 

࣏スターのキࣕࢵチࣆࢥーに意識を向けさせ、ことࡤにこだわる。対話を通して、ᖹ➼や୙自由と

いうᴫ念が話題となり考える。関係性をࢵࣛࣇトにするため、教師が┦ㄯすることを通して、教師のク

るࡩーࣛへのこだわりにゐれる（෗┿５）。ᮦ料の決定と大体の㔞感を対話にて行い、実際にࢥトࣇࣛ

まうための問題ゎ決的な試行錯誤が行われる。それぞれの教師のᑓ㛛性と意ᅗに基づいた時間となった。

協議会では、一単位時間という限られた時間の中で、何をどこまで子どもたちとともに考えるのか、教

師のᑓ㛛性がどう子どもたちの㈉⊩につながっていくのかについて話題となった。 

表５ ྛ㺖㺵㺛の㺡㺎㺭と子どもたちの㺪㺽㺹㺚㺼㺈㺖㺢�௨下 3-�へ㈉⊩する教師のᑓ㛛性をいかしたねらい 

㨩ຊをఏえるって 自身の 3- のこだわりは何か、アࣆールできる㨩ຊは何かを見つめ、それをఏえるためには、ど

のように͆こと͇ࡤにこだわれࡤよいか。 

「ともにあそぶ」

を問う 

体育の授業で他者と楽しめるࢤームづくりに取り組んできた。その学びをいかし「ともにあそ

ぶとは㸽」という問いについて対話し、自身の 3-にいかすことを目指す。 

こだわる 教師自身が課題（調理）に向き合いこだわる姿を示すことで、子どもたちの調理に対する向き

合い方や 3- 活動へのこだわりに㈉⊩できることを期ᚅする。 

見✚もることを通

して 

取り組みに対するಶ々の思いやイメージを共有しながら多くのものをつくるために必要なᮦ料

や㈝⏝の見✚もりの௙方を考え、最終的には「発ὀ᭩」の作成を目指す。 

෗┿４ ⎔ቃから生まれる活動

こと」だけでなく✵間・場などの様々な要ᅉからᙳ㡪を受けており、それらにᦂり動かされることが子

どもの学びをより大きなものにしていく➼といったことが話題となった。様々な現㇟から発せられるこ

ととそれらの関係性の┦互作⏝から、自ぬ的に時には↓自ぬ的に、ᦂり動かされ自身の思いや考えがた

ちあらわれていく。新たなど点で子どもたちの学びの姿をみつめ、それを意識して授業を構想するとい

った、教科のあり方の見つめ直しと子どものみとり方の変容のዎ機となった。 

㸳 ２学ᮇのᰯෆᤵᴗ◊

㸦㸯㸧⎔ቃタᐃࡀ学びを生ࡳฟࡍ㹼㸲ᖺࠕ理⛉ࠖ㹼 

理科部では、昨年度から「科学的な㧗まりをつくる共同体」をࢸー

࣐に研究を進めてきた。今年度は「共同体」について問い直すことか

ら研究をጞめている。これまで「共同体」の意味として、一人ではな

く、ともに学ぶ仲間や教師がいることによって、ほᐹや実㦂方法がᗈ

がったり、対話により理ゎが深まったりする良さがあると考えてきた。

そこで、一人ࡦとりと、他者との関係、あるいは自↛の஦≀現㇟との

関係に✚極的な意⩏を見出し、子どもたちの思いや考えはಶの中にあ

らかじめ存在するのではなく、それらが┦互作⏝されるという関係性の中でたちあらわれてくるのでは

ないかと考えた。 

授業者は本単元において、日ᖖ生活でྍど化することができない体内にある㦵や関⠇や➽⫗につい

て感じ考えるために、子どもたちが࣎ール⣬を⟄状にしたものを⭎に⿦╔することで、⫝関⠇を᭤げら

れないという状況を設定し、子どもたちの活動にไ限をかけた。「もの」によるไ限によって、自身や

他者が身体と向き合うことになり、その感ぬを確かめながら授業が進んでいった（෗┿３）。後༙、授

業者は、⫝関⠇が౑えない状況で㉳きた出来஦から「たぶんࠐࠐだろう」という普段の授業で意識して

いる᥎論を、ྛ研究所（生活⌜）に求めた。その中で子どもたちの思いが出てきた（表４）。 

協議会では、「─」を「しくみ」と変えてᯈ᭩したのはなࡐか、この場面を↔点化してもよいので

はないかということが話題となった。参ほに来てくださっていた４年部会指導助言者のΏ㑔ඛ生から

「この話を⫈きながら、あるඣ❺は、ࣁン࢝チをᡭ㤳にᕳいてᅛ定して動かしており、これは、自分で

ẚ㍑実㦂するという科学的な行Ⅽと捉えてもよいのではないか」と౯್づけてくださった。関係性から

ᦂり動かされ自身の行Ⅽとしてたちあらわれた場面ととらえることができる。 

㸦２㸧㌟య࡛ឤࡕࡓࡀࡁືࠊࡌあࡿࢀࢃࡽ㹼㸯ᖺࠕయ⫱ࠖ㹼 

おⲔ小のప学年教育では、なめらかな᥋続と適度な段ᕪをキー࣡ードとした「生活から立ち上がる

学び」を実㊶している。その中でも � 月～�� 月までは、᥋続後期として「領域からྛ教科の学びへ」

⛣行する時期である。領域の一つである「からだ」を例とすると、「からだ」は「体育」となっていく

ことを想定している。᥋続期の「からだ」という時間は、運動することを中心とした身体の学びだけに

ー࢝スするだけでなく、身体で感じる行Ⅽそのものをໟᦤする時間が「からだ」ととらえることが࢛ࣇ

できる。なࡐなら、子どもたちがኟみかんをᣠった際には、大きさや重さ、質感、においを身体で感じ 

෗┿３ ⭎の動きを感じる 

表４ できごとと関⠇をつなげて考える

7�じࡷあ、これってたぶん、こういうことなのかなって

やつだよね。こうなっちࡷうのは、たぶん⭎がこうなっ

てるからかなって。ྛ研究所から出してください。 

&�᥎論だ。 

&�関⠇が動かせない。 

7�⫝の㸽 

&�⫝の中にある 

7�関⠇。関⠇ね。 

7�たぶん、関⠇が動かせなくなるからだろう。 

� 研�たぶん、日ᖖ的に౑う動作とかができなくなる。 

7�それなんで㸽こういう理由かなって言える㸽 

� 研�たぶん、なんて言ったらいいんだろう、日ᖖで౑う

動作がやりにくいだろうって᭩いてあるじࡷないです 

か。だいたいそうなんですけど、౑える動作もあるんで

す。だから、毎日、やんないような動きって言ったらい

いのかな。そういう動きの方が大きくなると思う。日ᖖ

で౑わない動き。 

7�例えࡤどういう動き㸽 

� 研�何て言ったらいいんだ。 

7�まとまってからだな。 

� 研�私は関⠇とか⪺いたことないし、こういうことかな

って思うんだけど、お─とかがあって、㦵が � 本あっ

て、お─みたいなのが๭れちࡷうから͐ 

7�しくみ㸽 

� 研�௙組みっていうか、私はこう思った。 

7 �⭎の௙組みが関係しているのか。 
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ているとも言えるからだ。 

授業者は、教科のあり方を考えるために、᥋続後期に「新⪺⣬と身

体と体育㤋」という、あえてどの領域や教科にもつ定されない時間を

設定した。そして、体育㤋で実᪋するということが「からだ」を㐃想

すると考え、あえて運動╔を╔⏝もせず、㢼はなく地面はᖹらでࡦん

やりする体育㤋という場と、新⪺⣬と子どもたちが出合うという⎔ቃ

を設定した。 

授業では、新⪺⣬と出合った子どもたちに「何やるの㸽」とᑜねら

れた授業者は「なんでもいいよ」と切り返し、体育㤋での方々で思い

思いの活動がᒎ開された。㞧ᕵがけ、㨣ごっこ、かみでっࡱう、㔝⌫、バスケࢵト࣎ール、ㄞむ、⣬㣕

行機、スケート、ちぎってかけるなどの多様な行Ⅽがあらわれた（෗┿４）。 

協議会では、握ったり形づくったりすることで、子どもの身体とものとの関係がたちあがるのに新

⪺⣬は適していたということや、「重さ」「ᗈがり」「◚き方」などを感じ取りながら、新⪺⣬そのも

のを味わう時間も大切なのではないかということが話題となった。「ไ限」は子どもの自由をዣうわけ

ではなく、むしろ、子どもの活動を多様な活動にࡦらくこともある。「いま・ここ」の子どもたちを前

に、どのような意ᅗをもって単元を構想をしていくのかが重要になってくるだろう。そして、本授業が

子どもたちの学びのධりཱྀとなる。新⪺⣬と身体と体育㤋が⤡み合う関係の中で、どのような出来஦が

現れていったかについての今後のᒎ開も重要である。 

㸦㸱㸧࡟ࡶ࡜ࠕあ࡟ࠖࡪࡑ㈉⊩ࡿ࠺ࡋ学び㹼㸳ᖺ๰㐀άື㹼 

１学期の５年生の創造活動では、興味・関心にもとづくプロジェクトᆺ活動に取り組んだ。日々の

子どもたちの活動から、互いの自由をᑛ重しつつそこからᦂり動かされる面と、他者の活動に୙ᖸ΅な

状態である面も見られている。஧学期は「ともにあそぶ」という他者とともに楽しむ時間を設定し、そ

の日に向けてプロジェクトを立ち上げて活動することにした。 

そして、創造活動のプロジェクトを生活の中心に⨨き、これまでྛ教科や「てつがく」が担ってき

た学びの一部を「プロジェクトに㈉⊩しうる学び」として位⨨づけた。これは、教科を㉸えた学習分㔝

的な発想に立ち、子どもたちの実態を出発点として授業を構想しているものである。学習分㔝とはඛ㏙

の「公共性を育むシࢬ࢕ࢸンシࢵプ教育」の際に、学習指導要領に定める教科、領域、時間などのᯟ組

みを取り外し、目ᶆ、内容、方法を子どもたちの学びに合わせて作成し直したものである。 

子どもたちのプロジェクトへの㈉⊩のために、ྛ教員がそれぞれの教科のᑓ㛛性を生かして授業を

行うが、それは、内容の習ᚓへ導いていくことではない。子どもたちの関係性の中の一員として、共に

క㉮していこうとするものである。「ともにあそぶ」に向け、子どもたちの興味・関心から、ࣛーメン

や᢯Ⲕ、月見ᅋ子など料理をࡩるまうもの、㏨㉮中やᑕ的、㕲道などの催しに関するプロジェクトがた

ちあがってきた（表５）。 

࣏スターのキࣕࢵチࣆࢥーに意識を向けさせ、ことࡤにこだわる。対話を通して、ᖹ➼や୙自由と

いうᴫ念が話題となり考える。関係性をࢵࣛࣇトにするため、教師が┦ㄯすることを通して、教師のク

るࡩーࣛへのこだわりにゐれる（෗┿５）。ᮦ料の決定と大体の㔞感を対話にて行い、実際にࢥトࣇࣛ

まうための問題ゎ決的な試行錯誤が行われる。それぞれの教師のᑓ㛛性と意ᅗに基づいた時間となった。

協議会では、一単位時間という限られた時間の中で、何をどこまで子どもたちとともに考えるのか、教

師のᑓ㛛性がどう子どもたちの㈉⊩につながっていくのかについて話題となった。 

表５ ྛ㺖㺵㺛の㺡㺎㺭と子どもたちの㺪㺽㺹㺚㺼㺈㺖㺢�௨下 3-�へ㈉⊩する教師のᑓ㛛性をいかしたねらい 

㨩ຊをఏえるって 自身の 3- のこだわりは何か、アࣆールできる㨩ຊは何かを見つめ、それをఏえるためには、ど

のように͆こと͇ࡤにこだわれࡤよいか。 

「ともにあそぶ」

を問う 

体育の授業で他者と楽しめるࢤームづくりに取り組んできた。その学びをいかし「ともにあそ

ぶとは㸽」という問いについて対話し、自身の 3-にいかすことを目指す。 

こだわる 教師自身が課題（調理）に向き合いこだわる姿を示すことで、子どもたちの調理に対する向き

合い方や 3- 活動へのこだわりに㈉⊩できることを期ᚅする。 

見✚もることを通

して 

取り組みに対するಶ々の思いやイメージを共有しながら多くのものをつくるために必要なᮦ料

や㈝⏝の見✚もりの௙方を考え、最終的には「発ὀ᭩」の作成を目指す。 

෗┿４ ⎔ቃから生まれる活動

こと」だけでなく✵間・場などの様々な要ᅉからᙳ㡪を受けており、それらにᦂり動かされることが子

どもの学びをより大きなものにしていく➼といったことが話題となった。様々な現㇟から発せられるこ

ととそれらの関係性の┦互作⏝から、自ぬ的に時には↓自ぬ的に、ᦂり動かされ自身の思いや考えがた

ちあらわれていく。新たなど点で子どもたちの学びの姿をみつめ、それを意識して授業を構想するとい

った、教科のあり方の見つめ直しと子どものみとり方の変容のዎ機となった。 

㸳 ２学ᮇのᰯෆᤵᴗ◊

㸦㸯㸧⎔ቃタᐃࡀ学びを生ࡳฟࡍ㹼㸲ᖺࠕ理⛉ࠖ㹼 

理科部では、昨年度から「科学的な㧗まりをつくる共同体」をࢸー

࣐に研究を進めてきた。今年度は「共同体」について問い直すことか

ら研究をጞめている。これまで「共同体」の意味として、一人ではな

く、ともに学ぶ仲間や教師がいることによって、ほᐹや実㦂方法がᗈ

がったり、対話により理ゎが深まったりする良さがあると考えてきた。

そこで、一人ࡦとりと、他者との関係、あるいは自↛の஦≀現㇟との

関係に✚極的な意⩏を見出し、子どもたちの思いや考えはಶの中にあ

らかじめ存在するのではなく、それらが┦互作⏝されるという関係性の中でたちあらわれてくるのでは

ないかと考えた。 

授業者は本単元において、日ᖖ生活でྍど化することができない体内にある㦵や関⠇や➽⫗につい

て感じ考えるために、子どもたちが࣎ール⣬を⟄状にしたものを⭎に⿦╔することで、⫝関⠇を᭤げら

れないという状況を設定し、子どもたちの活動にไ限をかけた。「もの」によるไ限によって、自身や

他者が身体と向き合うことになり、その感ぬを確かめながら授業が進んでいった（෗┿３）。後༙、授

業者は、⫝関⠇が౑えない状況で㉳きた出来஦から「たぶんࠐࠐだろう」という普段の授業で意識して

いる᥎論を、ྛ研究所（生活⌜）に求めた。その中で子どもたちの思いが出てきた（表４）。 

協議会では、「─」を「しくみ」と変えてᯈ᭩したのはなࡐか、この場面を↔点化してもよいので

はないかということが話題となった。参ほに来てくださっていた４年部会指導助言者のΏ㑔ඛ生から

「この話を⫈きながら、あるඣ❺は、ࣁン࢝チをᡭ㤳にᕳいてᅛ定して動かしており、これは、自分で

ẚ㍑実㦂するという科学的な行Ⅽと捉えてもよいのではないか」と౯್づけてくださった。関係性から

ᦂり動かされ自身の行Ⅽとしてたちあらわれた場面ととらえることができる。 

㸦２㸧㌟య࡛ឤࡕࡓࡀࡁືࠊࡌあࡿࢀࢃࡽ㹼㸯ᖺࠕయ⫱ࠖ㹼 

おⲔ小のప学年教育では、なめらかな᥋続と適度な段ᕪをキー࣡ードとした「生活から立ち上がる

学び」を実㊶している。その中でも � 月～�� 月までは、᥋続後期として「領域からྛ教科の学びへ」

⛣行する時期である。領域の一つである「からだ」を例とすると、「からだ」は「体育」となっていく

ことを想定している。᥋続期の「からだ」という時間は、運動することを中心とした身体の学びだけに

ー࢝スするだけでなく、身体で感じる行Ⅽそのものをໟᦤする時間が「からだ」ととらえることが࢛ࣇ

できる。なࡐなら、子どもたちがኟみかんをᣠった際には、大きさや重さ、質感、においを身体で感じ 

෗┿３ ⭎の動きを感じる 

表４ できごとと関⠇をつなげて考える

7�じࡷあ、これってたぶん、こういうことなのかなって

やつだよね。こうなっちࡷうのは、たぶん⭎がこうなっ

てるからかなって。ྛ研究所から出してください。 

&�᥎論だ。 

&�関⠇が動かせない。 

7�⫝の㸽 

&�⫝の中にある 

7�関⠇。関⠇ね。 

7�たぶん、関⠇が動かせなくなるからだろう。 

� 研�たぶん、日ᖖ的に౑う動作とかができなくなる。 

7�それなんで㸽こういう理由かなって言える㸽 

� 研�たぶん、なんて言ったらいいんだろう、日ᖖで౑う

動作がやりにくいだろうって᭩いてあるじࡷないです 

か。だいたいそうなんですけど、౑える動作もあるんで

す。だから、毎日、やんないような動きって言ったらい

いのかな。そういう動きの方が大きくなると思う。日ᖖ

で౑わない動き。 

7�例えࡤどういう動き㸽 

� 研�何て言ったらいいんだ。 

7�まとまってからだな。 

� 研�私は関⠇とか⪺いたことないし、こういうことかな

って思うんだけど、お─とかがあって、㦵が � 本あっ

て、お─みたいなのが๭れちࡷうから͐ 

7�しくみ㸽 

� 研�௙組みっていうか、私はこう思った。 

7 �⭎の௙組みが関係しているのか。 
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㏫に言えࡤ、子どもたちの一単位時間で᏶⤖するものではない。

子どもたちがこの時間にᦂり動かされ͆活動する͇こと、͆てつが

くする͇ことへの㈉⊩につながるという長い目で子どもたちを見て

いくことも重要であろう。そして、目の前の課題についてゎ決して

いく͆活動する͇ことと「楽しむ」➼の活動を行う上で考えるべき

ᴫ念へ向かう͆てつがくする͇ことがあるというᩚ理もなされた。 

また、学習ᮦからねらいを㐩成させるということと子どもたち

の中で今㉳きている出来஦と学習ᮦをどう意味づけていくかのバࣛ

ンスをどうするかという学習分㔝の理念をもとに新たな教育課程を

考えていく際の重要な論点も出された。子どもの実態に合わせ、自身のᑓ㛛性をいかしながら教師は考

え続ける必要がある。 

㸴 ௒ᖺᗘをࡾࡩ㏉࡚ࡗ

今年度は、͆活動する͇ことと͆てつがくする͇ことを教育課程の中心に据え、教科と創造活動の

あり方を見つめ直してきた。 

２年生部会（ᅗ⏬ᕤ作）の授業研では、✵間をともにする子どもたち同ኈの┦互作⏝だけでなく

「道」や「場所」などの様々なものの関係性の中で未知と出会い、自身の表現を᭦新していった。「ᅜ

ㄒ」の授業研では、公共性を࣋ースに学習ᮦと子どもたちとの出会いから新たな出来஦が生まれ、それ

が行き来するという学びの中で、学習ᮦの重要性がᨵめて確認された。「理科」の授業研では、動きに

ไ限をかけることで試行錯誤しながら自身と向き合った。ものを௓した感じ方を受け、他者が試してみ

るという姿がみとられたことで、いたるところで一人ࡦとりがᦂり動かされているྍ⬟性があることが

示၀された。「からだ」の授業研では、体育㤋という✵間の中でものと出会い他者の活動も⎔ቃとなり

様々な要ᅉが┦互作⏝され、自身の行Ⅽがたちあらわれていった。「創造活動」の授業研では、教師自

身のᑓ㛛性を見つめ直し、子どもたちとともにక㉮する教師の姿を問い直した。教師もྵめた関係性の

中で他者のイメージの異なりをᨵめて知ることや教師自身のこだわる姿➼にゐれていった。これらの実

㊶のヲ⣽については本日配ᕸのࠗඣ❺教育㻟㻢ྕ࠘を参↷されたい。そして、教科のあり方を見つめ直す、

創造活動のあり方の検討という஧つの研究の重点にもとづき、ྛ部での検討を受け授業提案がなされ、

教科部会や学年部会で自身の感じたことをㄒり合い、教師自身が問い直し、子どもの学びの様┦をみと

る際の変容や教科のあり方を見つめ直すことにつながった。 

やってみる、つくる、試す、ゎ決する➼、子どもたちが͆活動する͇中で、立ちṆまり、問い、ᴫ

念を深めていくといった͆てつがくする䇿。その 㑏の中で、ࡦと・もの・こと・場・✵間➼の関係性

にᦂり動かされ自身の行Ⅽがたちあらわれていくことが見えてきた。それは「学びをあむ」姿の捉えな

おしであった。 

関係性から主体がたちあらわれていくということは、その⎔ቃに対して一人ࡦとりの何らかのかか

わりが必要となってくる。学びの⎔ቃを構成する子どもたち一人ࡦとりに、教師はどう関わっていけࡤ

よいのか、そのあり方はどうあるべきかについて一ᒙ検討していく必要がある。具体的な新たな教育課

程のあり方についてもྵめて、来年度௨㝆考えていきたい。 
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